
学力向上アクションプラン

重点取組分野 具体的取組

生きてはたらく知
①全教科を通して個に応じた指導を展開し基礎学力の定着強化を図ります。
②グループ学習や課題解決学習を通して思考力・判断力・表現力等の育成を図ります。
③行事などを通して、主体的に探究活動に取り組む姿を育てます。
④授業づくりアンケートを実施し、その結果を分析して授業改善を図ります。

担当 学習活動指導部，研究・研修部

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標

下
半
期

横浜市学力学習状況調査等からの実態把握

（１）学力の概要と要因の分析
　全体的には横浜市の平均を上回り、順調に学力が
培われていると思われる。
国語や外国語において、習得した知識や技能を実生
活の様々な場面に応用する力や、様々な課題解決
のための構想を立て実践し評価、改善する力も向上
して
きている。今後も各教科で学んだことを使って問題解
決できるよう学習展開を振り返り、授業改善を進めて
いきたい。
（２）学習意識・生活意識と学力層とのクロス集計によ
る分析
　全体的に生活意識及び学習意識が低くなってい
る。それらを項目ごとに分析した結果、自分自身に対
し
てやや厳しい見方をしている節があり、また、完璧さ
を求めている人が多いことがわかった。市の平均で
はあるが、さらに自己肯定感や達成感を味わわせる
ことが大切であることがわかる。

基礎・基本の定着と思考力・判断力・表現力を高める授業作りを推進し、主体的に課題
解決に取り組む生徒の育成を図るため、授業改善を図る。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

国語…一人ひとりが自分の問いをもち、他者の意見を読み取り、考えを深めて解決しようとする言
　　　　　語活動を位置づける。
社会…社会的事象に対して興味関心を持ち、生まれた疑問から、その解決のために、追求、解
　　　　決しようとする姿勢を重視する学習を展開する。
数学…問題解決を通して、その過程から新たな数学的な見方、考え方を見出す活動を設定する。
理科…問題を見出して見通しをもって観察、実験などを行い、規則性、関連性、共通点や分類す
　　　　るための観点や基準を見出せる学習を展開する。
音楽…生徒が音楽表現について考えを深める場を設定し、より良い表現を目指すことのできる学
　　　　　習を展開する。
美術…生徒自身が強く表現したいことを主題にしたり、根拠をもって良さや美しさを考えたりする
　　　　　ことを重視した学習を展開する。
保健体育…運動の特性に応じた技能及び個人生活における健康・安全について理解すると共
　　　　　　　　に基本的な技能を身につけようとする。
技術家庭…見方考え方を働かせ、生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、自分な
　　　　　　　　りの最適な解決策を追求する活動を設定する。
英語…間違いを恐れずに英語を使って表現しようとする姿勢を養う。
　　　　英語を使いながらバランスよく4技能を伸ばしていくために指導を工夫する。



豊かな心の育成推進プラン

重点取組分野 具体的取組

豊かな心
①生徒の実態と発達の段階を考慮しながら、道徳の授業計画・指導計画を立て、指導方法を工夫して効果的な
学習を進めます。
②人権教育の推進のために職員研修の充実を図り、人権講演会や人権作文に全校で取り組みます。
③ブロック内の二つの小学校と連携を図りながら、系統性や継続性のある人権教育の推進を図ります。担当 特活指導部・共生教育指導部

豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

○自己肯定感が比較的高く、将来に対して明るい夢や
目標を持っている生徒が多い。

○人とコミュニケーションをとることが好きで、人の気持
ちを考えて行動できる生徒が多い。

○行事などへの取り組みを通して、音楽や美術などへ
の関心がよく育っており、学校生活に情緒的に豊かな
雰囲気がある。

生徒一人一人の良さを認めて伸ばし、自分もまわりの人もより大切にできるような温かい心を育てます。
生徒一人一人が全力で取組、壁を乗り越えて達成感を味わい自信を持つことが出来るよう支援していき
ます。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
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〇「特別の教科　道徳」では、各学年の係を中心に、生徒の実態を見つめながら、適切に特別の
教科道徳の指導計画をたて、指導方法を工夫しながら実施する。指導方法について、研修を行
う。
〇教師の支援のもと、本校生徒会活動の３本柱の１つである「歌声活動」を通して協力性やお互
いを認め合う力を育成する。「生徒会活動」はもとより「歌声活動」や「体育祭色別活動」などの「異
年齢集団活動」をより自主的・意欲的に行うことができるようにする。
〇体育祭や文化祭の合唱コンクールの中で仲間を思いやる力や、教科学習では取り組めない体
験に自主的にとり組み、達成感などを味わうことができるように指導を行う。

〇人権作文に全校で取り組む。
〇毎月教育相談の実施、複数回の教育相談を通して、不適応行動の予防や教師との人間関係
の育成を図る。生徒個々の能力や可能性の開発を援助する。
〇個別の教育支援計画・個別の指導計画の充実と活用をめざす。学活・行事への取り組み等で
の交流や音楽等での共同学習を実施する。

下
半
期



健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組

健やかな体
①保健体育科全単元を通して体力向上を図ることに重点をおき、自己の課題解決力を身に付けられるようにしま
す。
②体力・運動能力調査の結果分析等に基づき「体育・健康プラン」の改善を図ります。
③保健体育で学習したことを基に、自らの健康や安全を自ら守ることのできる生徒の育成を目指します。

担当 保健体育科，健康教育指導部

健やかな体に関わる本校の状況

下
半
期

（１）　体育・健康に関する実態
自ら運動に親しむ生徒が多い。運動部や地域のス
ポーツクラブに所属している生徒も多く、昼休みはグラ
ウンドでボール遊びをしたり体を動かす生徒が多くい
る。
昼休みに外に出て体を動かす生徒も多くいる。
バランスのとれた食生活、早寝早起きなど、規則正し
い生活習慣に対する意識はあるが実践できない生徒
もいる。
新体力テストにおいて、多くの生徒が好記録が出るよ
うに積極的に取り組む姿が見られる。
自分の好きなこと、得意なことには積極的に取り組む。
苦手なこと、嫌いなことについては何とか取り組もうと
する姿勢が見られる。
（２）　体力の概要と要因の分析
新体力テストの結果から、ほとんどの項目が全国平
均、市平均と同等の記録が出ているが、ハンドボール
投げについては、下回る学年が多い。「投げる」経験の
なさから、投能力が未熟なままと考えられる。ドッヂ
ボールなど「投げる」機会をなるべく多くつくっている。

生徒一人ひとりが個性、創造力を最大限に伸長するための自己教育力の育成を目指し、しっかりとした
生徒理解にたった上で、健康で良識のある行動のできる生徒の育成に努める。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

○保健体育科で「適切な運動の経験や健康・安全についての理解を通して、健康の保持増進と
体力の向上を図るとともに、明るく豊かな生活を営む態度を養う」ことを教科目標とする。全単元
を通して体力向上を図ることに重点を置き、その中で自己の課題解決力を身につけさせる。
○体力向上１校１実践運動に積極的に取り組む。


